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議会運営委員会
委 員 長　　�谷　　茂　　副委員長　小寺　和昭

委　　員　　堀　　梅治・後藤　正洋・島田　裕司
　　　　　　小野　広実・桐井　信征・市川　　正

平成17年９月定例町議会で可決
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な
ぜ
、
削
減
は
必
要
な
の
か
！

行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
で
住
民
の
声
が
明
ら
か
に
！

　

当
別
町
で
は
、
社
会
経
済

情
勢
が
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を

増
す
中
、
隣
接
町
村
と
の
任

意
合
併
協
議
会
解
散
も
あ
り
、

自
立
を
目
指
す
取
り
組
み
の

必
要
性
が
高
ま
り
、
分
権
型

社
会
に
対
応
し
た
地
域
社
会

実
現
の
た
め
、
住
民
と
行
政

が
協
働
し
、
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
再
構
築
す
る
た

即
座
に
反
応
！　

ま
ず
は
平
成
十
七
年
度
も
手
当　

％
を
減
額
す
る

20

　

議
長
は
当
別
町
が
再
構
築

プ
ラ
ン
を
策
定
し
よ
う
と
し

て
い
る
中
で
、
議
会
も
で
き

る
こ
と
が
あ
る
は
ず
と
考

え
、
平
成
十
六
年
十
二
月
二

　

議
長
の
声
か
け
に
即
座
に

反
応
し
、
平
成
十
六
年
十
二

最
大
の
関
心
事
、
議
員
定
数
削
減
議
論
開
始
！

減
数
と
い
う
方
向
性
が
見
え
た
！

議
長
が
議
員
に
呼
び
か
け
た
！

私
た
ち
議
員
の
足
元
か
ら
見
直
し
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
十
七
年
に
入
り
、
議

会
改
革
の
議
論
は
、
間
髪
い

れ
ず
に
、
一
月
二
十
四
日
、

二
月
四
日
、
十
七
日
、
二
十

八
日
と
連
続
四
回
行
い
、
議

員
定
数
に
つ
い
て
、
十
二
月

ま
で
に
は
決
め
、
二
名
か
ら

七
名
と
い
う
削
減
の
方
向
性

め
、
当
別
町
行
財
政
再
構
築

プ
ラ
ン
の
策
定
に
と
り
か
か

っ
た
。
こ
の
中
で
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
住
民
の
意

見
）
を
集
約
し
た
結
果
、
議

会
に
対
し
て
も
、
経
費
を
削

減
す
る
の
な
ら
、議
員
定
数
、

議
員
報
酬
を
先
に
削
減
す
べ

き
だ
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

日
会
派
代
表
者
会
議
を
開
催

し
、
問
題
の
重
要
性
か
ら
町

民
の
理
解
を
得
る
様
な
意
見

集
約
を
議
会
運
営
委
員
会
に

付
託
し
た
。

月
二
十
四
日
の

議
会
運
営
委
員

会
で
は
平
成
十

七
年
度
手
当　
20

％
減
額
を
決
定

こ
れ
に
よ
り
五

百
十
万
円
の
減

額
を
し
た
。

　

意
見
の
中
に

は
町
長
部
局
の

動
向
を
見
極
め

て
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
が
、

全
体
と
し
て
、

や
は
り
議
会
も

汗
を
流
す
べ
き

だ
と
い
う
こ
と

で
協
議
が
整
っ

た
。

が
み
え
た
。

　

町
民
の
意
見
を
聞
く
機
会

手
法
が
ふ
え
た
こ
と
を
現
実

的
に
と
ら
え
、
削
減
に
賛
成

す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
議
会
は
町
政
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る

の
で
、む
や
み
に
減
ら
し
て
、

議会改革について先進地で研修中（美瑛町）
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議会運営委員会中間報告（３月議会）
議員定数について
　平成17年12月定例町議会までに議員定数を上程出来
るよう協議を進めているところである。削減について
は決定しているが、各委員の意見として削減幅につい
ては２～７名で協議中である。決定次第、12月をまた
ず報告をする。
議員報酬について
　議員報酬については、報酬審議会の答申を尊重する。
各常任委員会の数について
　議員定数と深くかかわりがあるが、住民要望に対応
出来る活発な委員会活動を考慮し決定する。
行政の各種委員会等への議員の参画
・農業委員会委員学識経験者として現在３名（議員２
名、民間人１名）を推薦しているところであるが、
次回からは学識経験者として議員１名を推薦する決
定をした。

・他の委員会への参画については、原則、広く町民の
意見参画を諮るために議員は派遣しない。又、６月
の委員会委員の構成替えまでに各派遣議員の任期も
協議をつづける。

一般質問の方法
　３月定例町議会より一般質問は対面式で実施するこ
とに決定をした。

　５項目について今回中間報告をいたしましたが、委員
の中には議会推薦の農業委員会委員の学識経験者は厳し
い農業行政を取りまく情勢の中で１名の削減で良いので
はという少数意見もあった。

議会運営委員会中間報告（９月議会）
議員定数について
　定数削減問題について、昨年から８回に亘って、審
議をかさねてきたところであるが、５名削減し、次回
の統一地方選挙より、17名の定数とすべきとする意見
が賛成多数をしめた。

　尚、議員報酬を減額し、２名の削減にとどめるべき
という意見もあった事を付け加える。

　まだ残された案件もあり、引き続き慎重審議をつづ
ける。

所属議員名代表者会派名
竹田　和雄・前沢　昭治
�谷　　茂・小野　広実
白木　和廣・神林　俊一
小早川孝男・臼杵　英男

島田　裕司緑　風　会

石川　和栄桐井　信征公明クラブ
市川　　正・岡野喜代治
稲村　勝俊

後藤　正洋清　　　流

柏樹　　正堀　　梅治日本共産党
桑内　雅彦小寺　和昭民 主 の 会
小武　正寿田畑富美男政　友　会

　

三
月
議
会
中
間
報
告
後
、

五
月
十
日
、
六
月
三
日
、
八

月
二
十
五
日
と
議
論
を
重
ね
、

議
員
定
数
の
二
名
か
ら
五
名

の
幅
で
の
意
見
の
集
約
に
努

め
た
が
、集
約
と
は
な
ら
ず
、

二
名
減
、
五
名
減
の
意
見
は

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
九
月
定
例
町
議

会
で
二
名
削
減
、
五
名
削
減

の
議
員
提
案
が
二
本
出
さ
れ
、

本
会
議
採
択
を
行
っ
た
結
果
、

五
名
削
減
案
が
賛
成
多
数
を

し
め
、
決
定
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

尚
、
議
会
運
営
委
員
会
で

の
合
計
八
回
の
議
論
で
は
、

議
員
が
当
別
町
の
各
種
委
員

会
に
議
員
の
立
場
で
参
画
し

て
い
た
が
、
今
後
原
則
推
薦

し
な
い
こ
と
と
決
定
し
た
。

　

一
般
質
問
の
対
面
方
式
は

三
月
の
議
会
か
ら
行
っ
て
お

り
、
平
成
十
七
年
度
の
議
会

運
営
委
員
会
の
道
内
所
管
事

務
調
査
で
は
、
美
瑛
町
、
栗

山
町
の
先
進
地
に
お
い
て
、

一
般
質
問
に
お
け
る
、
対
面

方
式
、
一
問
一
答
方
式
等
を

研
修
、
一
問
一
答
方
式
に
つ

議
会
の
機
能
を
落
と
す
の
は

反
対
だ
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
。

　

そ
の
ま
と
め
と
し
て
三
月

議
会
で
削
減
の
方
向
を
進
め

る
中
間
報
告
が
お
こ
な
わ
れ

た
。

議
員
定
数
、
削
減
が
決
定　
　!!

二
名
減
、五
名
減
の
意
見
は
つ
い
に
採
決
に
よ
る
判
断　
!!

今
後
残
さ
れ
た
案
件
は
引
続
き
協
議
す
る
。

い
て
は
当
議
会
に
持
ち

帰
り
、検
討
し
て
い
る
。

　

尚
、
残
さ
れ
た
課
題

と
し
て
は
、
今
後
議
員

定
数
が
五
名
減
に
な
っ

た
場
合
に
現
在
あ
る
常

任
委
員
会
の
構
成
に
つ

い
て
、
減
数
後
の
十
七

名
の
議
員
が
最
大
限
に

能
力
を
活
か
し
、
議
会

の
機
能
が
今
ま
で
以

上
、発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

最
良
の
選
択
が
な
さ
れ

る
よ
う
引
き
続
き
議
論

を
重
ね
る
予
定
で
あ

る
。

備考 山田明美議員～個人


